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目
次 

  
 

「丸
山
晩
霞
・吉
田
博
」 

 
 
 

山
岳
画
家
と
い
う
名
前
や
、
山
岳
画
協
会
を
知
っ
た
の 

 
 
 

は
、
日
本
山
岳
会
の
創
設
者
の
小
島
烏
水
の
… 

 
 
 
 

 
    

・
丸
山
晩
霞
（
油
彩
画
）
作
品
集 

 
 
 

・
吉
田 

博
（
油
彩
画
）
作
品
集 

 
 
 

・
図
書
「
山
岳
に
あ
こ
が
れ
た
男
た
ち
」 

 
 

 

 

「大
下
藤
次
郎
」 

 
   

丸
山
晩
霞
、
大
下
藤
次
郎
…
、
中
村
清
太
郎
…
な
ど
明 

 
   

治
生
ま
れ
の
風
景
画
家
の
彼
ら
は
、
描
き
た
い
風
景
… 

 
 
 

 
 
 

・
大
下
藤
次
郎
（
油
彩
画
）
作
品
集 

 
 
 

・
図
書
「
生
誕
百
二
十
年 

大
下
藤
次
郎
展
」 

 
 
 

・
図
書
｛
水
彩
画
家 

大
下
藤
次
郎
」 

  
 

「茨
木
猪
之
吉
」 

 
 
 

茨
木
猪
之
吉
の
著
作
（
画
文
集
）
で
彼
自
身
の
書
い
た 

 
 
 

「
ま
え
が
き
」
や
「
あ
と
が
き
」
な
ど
に
類
す
る
… 

 
 
 
 

 
 
 

・
茨
木
猪
之
吉
（
油
彩
画
・
素
描
集
）
作
品
集 

 
 
 

・
図
書
「
山
の
画
帖
」 

 

  

「中
村
清
太
郎
」 

 
 
 

中
村
清
太
郎
は
、
小
島
烏
水
と
時
代
を
同
じ
く
し
て
親 

 
 
 

し
く
、
ま
た
、
小
暮
理
太
郎
・
田
辺
重
治
ら
と
も
、
実 

 
   

際
に
奥
秩
父
な
ど
同
行
し
、
山
へ
の
想
い
も
近
し
い
…
。 

 
 
 
 

 
 
 

・
中
村
清
太
郎
（
油
彩
画
・
素
描
）
作
品
集 

 
 
 

・
図
書
「
山
岳
礼
拝
」 

  
 

「石
井
鶴
三
」 

 
  

石
井
鶴
三
は
、
日
本
山
岳
画
協
会
の
設
立
会
員
の
一
人 

 
   

で
あ
り
、
茨
木
猪
之
吉
や
中
村
清
太
郎
、
さ
ら
に
足
立 

 
   

源
一
郎
ら
と
同
年
代
… 

 
 
 
 

 
 
 

・
石
井
鶴
三
（
油
彩
画
・
素
描
集
）
作
品
集 

 
 
 

・
図
書
「
石
井
鶴
三
素
描
集
・
第
一
巻
」 

  

「足
立
源
一
郎
」 

 
 

足
立
源
一
郎
は
、
彼
の
「
山
に
描
く
…
絵
と
文
」
の
あ
と 

 
 

が
き
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
山
へ
の
思
慕
は
現
代 

 
 

人
の
一
つ
の
感
覚
で
あ
り
、
自
然
な
要
求
で
も
あ
る
。 

  
 
 

・
足
立
源
一
郎
（
油
彩
画
・
素
描
集
・
他
）
作
品
集 

 
 
 

・
図
書
「
山
に
描
く 

絵
と
文
」 

 
 
 

・
図
書
「
足
立
源
一
郎
ス
ケ
ッ
チ
帖
」 

 



 

５ 

 
山
岳
画
家
の
世
界 

は
じ
め
に 

  

私
は
「
山
」
に
関
す
る
本
は
よ
く
読
む
方
だ
と
思
う
。
若
い
時
も
今

も
、
山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
「
山
と
渓
谷
」
な
ど
の
月
刊
誌
は
、
実
際

に
「
山
へ
行
く
＝
登
山
」
の
た
め
に
必
要
な
の
で
読
む
。
で
も
こ
れ
は

登
山
行
為
の
一
環
で
あ
っ
て
、
文
学
的
で
も
芸
術
的
で
も
な
い
。
山
＝

登
山
が
「
心
の
世
界
」
へ
も
入
り
込
ん
で
く
る
に
は
、
や
は
り
先
人
た

ち
の
紀
行
文
や
随
筆
、
絵
画
や
写
真
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

若
い
時
か
ら
山
の
本
、
例
え
ば
「
松
濤
明
＝
風
雪
の
ビ
バ
ー
ク
」
や

「
加
藤
文
太
郎
＝
単
独
行
」
な
ど
、
多
少
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
も
の
か
ら
、

文
学
的
な
「
串
田
孫
一
＝
山
の
パ
ン
セ
」
な
ど
ま
で
、
山
に
行
け
な
い

時
に
よ
く
読
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
る
。
仕
事
を
引
退
し
、
登
山
再
開
後

は
、
時
間
の
余
裕
も
あ
る
の
で
、
少
し
系
統
立
て
て
、
じ
っ
く
り
読
む

よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
近
藤
信
行
ら
の
「
山
の
旅
」
や
「
山
の

名
著
」
な
ど
に
、
読
書
の
ガ
イ
ド
を
さ
れ
な
が
ら
だ
が
。 

  

山
を
愛
す
る
登
山
家
で
画
家
を
山
岳
画
家
と
い
う
ら
し
い
。
私
が
山

岳
画
家
を
ま
ず
知
っ
た
の
は
、
田
辺
重
治
や
小
暮
理
太
郎
の
紀
行
文
「
わ

が
山
旅
五
十
年
」（
田
部
）、「
山
の
想
い
出
」（
小
暮
）
に
よ
く
登
場
す

る
「
中
村
清
太
郎
」
で
あ
る
。
山
の
同
行
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
。

改
め
て
今
回
の
テ
ー
マ
で
調
べ
て
み
る
と
、
中
村
清
太
郎
は
、「
山
の
旅
」

や
「
山
の
名
著
」
で
、
彼
の
随
筆
「
山
岳
礼
拝
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

彼
の
山
の
油
彩
画
や
素
描
（
ス
ケ
ッ
チ
）
も
、
彼
の
文
章
も
初
め
て
見

て
読
ん
だ
。
た
だ
の
登
山
家
と
は
異
な
る
感
性
が
見
て
と
れ
る
。 

  

活
躍
し
た
年
代
に
準
じ
て
山
岳
画
家
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
を
紹
介
し

て
み
る
。
木
下
藤
次
郎
は
、
岩
波
文
庫
の
「
山
の
旅
」
で
「
白
峰
の
麓
」

（
注
…
南
ア
ル
プ
ス
・
早
川
辺
り
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
水
彩
画
の

大
御
所
で
あ
る
。
彼
の
登
山
経
験
は
、
小
島
烏
水
ら
と
重
な
る
、
画
家

と
し
て
も
開
拓
期
の
時
代
で
あ
る
。 

  

茨
木
猪
之
吉
は
、「
山
の
名
著
」
で
画
文
集
「
山
旅
の
素
描
」
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
山
と
渓
谷
」（
注
…
岩
波
文
庫
・
田
辺
重
治
著
）

表
紙
に
茨
木
が
描
い
た
田
部
と
小
暮
の
山
旅
姿
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の

紀
行
文
に
も
当
時
の
著
名
岳
人
の
人
物
ス
ケ
ッ
チ
が
多
い
。 

  

足
立
源
一
郎
は
、「
山
の
旅
」
で
随
筆
「
山
を
描
く
楽
し
さ
」、「
山
の

名
著
」
で
画
文
集
「
山
に
描
く
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
私
は
知
ら
な

か
っ
た
が
、
絵
の
好
き
な
私
の
友
人
（
高
校
の
同
級
生
）
が
、
彼
の
画

を
見
に
「
大
町
の
山
岳
美
術
館
」
へ
行
き
た
い
と
言
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
す
。
調
べ
て
み
る
と
足
立
源
一
郎
の
子
息
が
、
現
在
「
河
口
湖
美

術
館
」
の
館
長
で
、
常
設
展
で
油
彩
画
や
ス
ケ
ッ
チ
も
展
示
し
て
い
る

と
い
う
。
か
の
友
人
を
誘
っ
て
一
度
行
き
た
い
と
思
う
。 

  

石
井
鶴
三
は
、
茨
木
、
中
村
、
足
立
と
活
躍
の
時
代
は
同
期
だ
が
、「
山

の
旅
」
や
「
山
の
名
著
」
で
は
出
て
こ
な
い
。
日
本
山
岳
画
協
会
創
立

当
時
の
「
丸
山
晩
霞
」
や
「
吉
田
博
」
も
同
様
で
あ
る
。 

  
さ
ら
に
、
今
回
紹
介
し
て
い
な
い
、
新
し
い
時
代
の
画
家
で
は
、「
山

川
勇
一
郎
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
画
集
」、「
畦
地
梅
太
郎
・
版
画
集
・
山
の
目
玉

／
画
文
集
・
と
ぼ
と
ぼ
六
十
年
」
加
藤
泰
三
の
画
文
集
「
霧
の
山
稜
」

や
吉
野
満
彦
の
画
文
集
「
山
靴
の
音
」
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
か
の
機

会
に
、
ま
た
調
べ
て
み
た
い
。 



 

６ 

 
「
山
岳
画
家
の
世
界
…
丸
山
晩
霞
・
吉
田
博
」 

  

山
岳
画
家
と
い
う
名
前
や
、
そ
の
集
団
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、

日
本
山
岳
会
の
創
設
者
の
小
島
烏
水
や
田
辺
重
治
な
ど
と
の
山
行
記
録

に
出
て
く
る
大
下
藤
次
郎
・
中
村
清
太
郎
な
ど
（
い
ず
れ
も
登
山
家
で

あ
り
画
家
）
を
調
べ
て
い
る
と
き
だ
。
山
岳
画
協
会
を
ネ
ッ
ト
検
索
し

て
、「
山
岳
に
焦
が
れ
た
男
た
ち
」（
出
版
物
）
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

長
野
県
東
御
市
の
丸
山
晩
霞
記
念
館
か
ら
入
手
で
き
た
。 

  

「
山
岳
に
焦
が
れ
た
男
た
ち
」
に
よ
る
と
…
日
本
山
岳
画
協
会
は
、

現
在
も
設
立
当
初
の
会
則
を
基
本
に
し
て
活
動
し
て
い
る
。
他
の
い
わ

ゆ
る
美
術
団
体
と
基
本
的
に
異
な
る
の
は
、
組
織
で
は
な
く
集
団
で
あ

る
こ
と
だ
。
…
戦
後
の
混
乱
期
に
一
時
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

会
員
の
熱
意
に
よ
り
再
発
足
を
果
た
し
た
。
…
こ
れ
ま
で
判
然
と
し
な

か
っ
た
、
日
本
山
岳
画
協
会
の
創
立
会
員
は
次
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
丸
山
晩
霞
、
吉
田
博
、
足
立
源
一
郎
、
茨
木
猪
之

吉
、
石
井
鶴
三
、
中
村
清
太
郎
、
武
井
真
激
、
末
光
績
、
染
木
照
、
内

野
猛
、
小
菅
徳
二
、
石
川
滋
彦
、
小
島
烏
水(

顧
問)

、
藤
木
九
三(
顧
問)

以
上
一
四
名
…
…
と
協
会
の
由
来
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

  

さ
ら
に
、
…
丸
山
晩
霞
が
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
た
の
は
一
九
〇
八

年
、
四
一
才
の
時
で
あ
る
。
同
会
初
代
会
長
と
な
っ
た
小
島
烏
水
は
、

大
下
藤
次
郎
亡
き
後
の
雑
誌
「
み
ず
ゑ
」
の
編
集
に
携
わ
り
、
た
び
た

び
風
景
画
論
や
展
覧
会
評
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
一
三
年
の
日

本
水
彩
画
会
創
立
に
参
加
し
て
お
り
、
二
人
の
関
係
は
生
涯
続
い
た
。

小
島
烏
水
は
銀
行
員
で
あ
っ
た
が
、
登
山
と
文
学
を
通
じ
て
山
岳
の
美

を
論
じ
た
。
自
然
、
丸
山
晩
霞
や
吉
田
博
ら
と
は
親
交
が
深
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
…
こ
の
頃
の
日
本
山
岳
会
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
登
山
探
検
時

代
で
あ
っ
た
が
、
中
村
清
太
郎
と
茨
木
猪
之
吉
は
す
で
に
日
本
山
岳
会

の
メ
ン
バ
ー
で
、
小
島
鳥
水
ら
と
南
ア
ル
プ
ス
縦
走
に
参
加
し
て
い
た
。

日
本
山
岳
会
は
、
登
山
だ
け
で
な
く
、
山
岳
に
関
連
す
る
文
学
、
芸
術
、

科
学
の
発
展
に
も
力
を
入
れ
、
会
報
や
登
山
関
連
図
書
の
装
頓
、
挿
絵

は
、
会
員
の
画
家
が
担
当
し
て
い
た
。
…
「
日
本
山
岳
画
協
会
」
は
こ

の
時
代
背
景
の
中
で
、
中
村
清
太
郎
、
茨
木
猪
之
吉
、
足
立
源
一
郎
、

石
井
鶴
三(

い
ず
れ
も
日
本
山
岳
会
会
員)

を
中
心
に
、
創
立
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
…
結
成
の
一
九
三
六
年
、
丸
山
晩
霞
（
慶

応
三
年
・
一
八
六
七
年
―
昭
和
一
七
年
・
一
九
四
二
年
）
は
す
で
に
七

〇
歳
、
吉
田
博
（
明
治
九
年
・
一
八
七
六
年
―
昭
和
二
五
年
・
一
九
五

〇
年
）
は
六
〇
歳
で
あ
り
、
入
会
を
望
ま
れ
た
こ
と
は
、
風
景
画
の
巨

匠
と
し
て
後
進
に
与
え
た
影
響
を
物
語
っ
て
い
る
…
。
と
山
岳
画
協
会

と
日
本
山
岳
会
と
の
関
係
・
人
脈
な
ど
を
記
録
し
て
い
る
。 

  

…
丸
山
と
吉
田
の
出
会
い
は
、
明
治
二
八
年
、
風
景
写
生
と
を
兼
ね

て
、
上
州
沼
田
の
後
閑
付
近
を
歩
い
て
い
た
晩
霞
が
、
利
根
川
の
清
流

を
写
生
中
の
未
知
の
一
青
年
に
会
っ
た
。
晩
霞
は
、
彼
の
精
密
な
写
実

的
な
技
巧
に
感
嘆
さ
せ
ら
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
う
ち
に
両
者
は

共
鳴
し
、
そ
の
夜
は
同
宿
し
て
画
談
を
語
り
明
か
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
初
対
面
の
青
年
画
家
は
吉
田
博
で
あ
っ
た
。
以
来
、
両
者
は
盟
友

と
し
て
深
く
交
わ
り
、
二
人
で
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
画
題
を
求
め
て

登
山
を
試
み
る
な
ど
し
、
晩
霞
の
画
人
生
活
に
一
転
機
を
画
す
る
に
至

っ
た
。
当
時
一
般
の
水
彩
画
は
鉛
筆
淡
彩
式
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
吉
田
博
の
水
彩
画
は
濃
淡
明
暗
の
調
子
も
油
彩
画
に
比
す
べ
き
濃

艶
な
表
現
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
晩
霞
を
し
て
細
密
な
自
然
描
写
の

水
彩
画
家
た
ら
し
め
る
導
因
と
な
っ
た
。
…
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 
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吉田博 作品集 
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  ３．日本山岳画協会と丸山晩霞 

 

 「山岳に焦がれた男たち展」によせて 

 吉田博の山岳画 

 山岳画協会の創設者たちの作品 

  １．裾野、山容、遠望の美 

  ２．渓流、湖水の美 

  ３．森林、高原、 

  ４．展望の美、断崖の美 

  ５．神秘、畏敬 

  ６．山と人々、暮らし 

 北アルプスの山  々

  １．後立山連峰 

  ２．主稜線 

  ３．常念山脈 

  ４．立山連峰、岐阜県側 

  海外編 

  ５．現会員作品 

 

  山岳一覧 

  設立会員履歴 

 

あとがき…山には登るのが魅力の山、遠くから眺めるのが魅力の山、それを眺め

るためにある山、さらにそこへ行く途中に通り過ぎるだけの山がある…。 

 

 

閲覧方法…丸山晩霞記念館（長野県東御市常田 505-1） 

購入方法…同上 ＨＰから申込み＝￥1500 + 送料 300 ＜2014.02 現在＞ 

  アマゾン＝ なし ＜2014.02 現在＞ 

 



 

１０ 

 
「
山
岳
画
家
の
世
界
…
大
下
藤
次
郎
」 

  

丸
山
晩
霞
、
大
下
藤
次
郎
、
吉
田
博
、
中
村
清
太
郎
、
茨
木
猪
之
吉
、

石
井
鶴
三
、
足
立
源
一
郎
な
ど
、
明
治
生
ま
れ
の
風
景
画
家
だ
っ
た
彼

ら
は
、
描
き
た
い
風
景
を
求
め
て
旅
を
し
、
山
に
登
っ
た
。
彼
ら
の
誕

生
年
の
順
で
い
え
ば
、
山
岳
画
家
と
し
て
先
輩
格
と
な
る
丸
山
（
一
八

六
七
年
）、
大
下
（
七
〇
年
）、
吉
田
（
七
六
年
）
の
三
人
、
次
に
茨
木

（
一
八
八
八
年
）、
中
村
（
同
年
）、
石
井
（
同
年
）、
足
立
（
八
九
年
）

と
ほ
ぼ
同
年
代
の
画
家
が
並
ぶ
。
彼
ら
は
、「
日
本
山
岳
画
協
会
」
を
創

立
（
一
九
三
六
年
＝
昭
和
一
一
年
）
さ
せ
た
主
要
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

し
か
し
そ
の
な
か
に
大
下
藤
次
郎
だ
け
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
四
二
才

（
一
九
一
一
年
＝
明
治
四
四
年
）
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
水
彩
画
研
究
所
の
創
設
（
一
九
〇
七
年
＝
明
治
四
〇

年
）
を
通
じ
て
、
丸
山
晩
霞
と
大
下
藤
次
郎
は
交
流
が
あ
っ
た
。
生
き

て
い
れ
ば
「
協
会
創
立
」
に
も
関
与
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

  

小
島
烏
水
と
は
、
日
本
山
岳
会
（
一
九
〇
五
年
＝
明
治
三
八
年
）
の

設
立
以
前
か
ら
登
山
を
通
じ
て
交
流
が
あ
っ
た
（
小
島
烏
水
は
「
日
本

山
岳
画
協
会
」
の
創
設
顧
問
で
も
あ
っ
た
）。
大
下
は
創
設
さ
れ
た
ば
か

り
の
「
日
本
山
岳
会
」
に
入
会
（
〇
七
年
）
し
、
同
会
の
機
関
誌
『
山

岳
』
の
表
紙
や
口
絵
を
描
い
た
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
旅
の
記
録
を
文
章

に
綴
っ
た
。
水
彩
画
と
紀
行
文
か
ら
な
る
著
書
『
水
彩
写
生
旅
行
』
の

一
編
「
尾
瀬
沼
」
は
、
尾
瀬
の
美
し
さ
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
初
め
て

紹
介
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

  

大
下
は
水
彩
画
の
技
術
書
を
数
多
く
著
し
、
美
術
誌
『
み
づ
ゑ
』
を

創
刊
さ
せ
た
人
物
で
も
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
水
彩
画
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
そ
の
発
展
に
尽
力
し
た
。「
西
洋
画
」
が
日
本
に
持
ち
こ
ま
れ
た

明
治
。
同
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
近
代
登
山
と
重
な
り
な
が
ら
、
大
下
藤

次
郎
は
ま
だ
世
の
中
に
知
ら
れ
て
い
な
い
自
然
の
美
し
さ
を
「
み
づ
ゑ
」

に
し
た
た
め
た
。
も
の
静
か
な
彼
の
水
彩
画
に
心
惹
か
れ
る
の
は
、
山

の
風
景
が
も
つ
普
遍
的
な
美
し
さ
を
人
々
に
伝
え
よ
う
と
し
た
。 

  

大
下
藤
次
郎
を
知
る
に
当
た
っ
て
は
、「
生
誕
一
二
〇
年 

近
代
日
本

水
彩
画
の
先
駆
者 

大
下
藤
次
郎
展
」（
一
九
九
一
年
一
一
月
・
主
催
読

売
新
聞
社
…
作
品
集
・
他
）
が
最
も
役
立
っ
た
。
大
下
が
現
在
の
「
美

術
出
版
社
」
の
創
設
者
で
あ
り
、
お
孫
さ
ん
が
経
営
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
も
知
っ
た
。
そ
の
本
の
冒
頭
で
「
祖
父
と
私
」
と
題
し
て
…
藤
次
郎

と
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
の
に
、
山
岳
会
の
会
員
で
あ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
登
山
が
ま
だ
一
般
的
で
な
か
っ
た
当
時
、

山
岳
や
湖
の
風
景
を
描
く
た
め
の
写
生
旅
行
は
、
登
山
と
ま
な
っ
た
く

変
わ
ら
な
い
装
備
を
持
参
し
…
、
当
然
登
山
技
術
も
身
に
着
け
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
…
と
語
っ
て
い
る
。 

  

「
水
彩
画
家
・
大
下
藤
次
郎
」
の
「
大
下
の
人
と
そ
の
業
績
」
の
中

で
日
本
山
岳
会
の
小
島
烏
水
は
、
…
先
ず
写
生
旅
行
の
方
で
は
、
君
（
大

下
）
は
、
こ
と
に
静
か
な
湖
沼
に
遊
ぶ
こ
と
を
好
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
作

品
は
少
な
く
な
い
。
高
山
深
谷
の
よ
う
な
荒
っ
ぽ
い
自
然
は
、
君
の
温

和
な
性
情
と
は
、
相
容
れ
な
い
ら
し
く
思
わ
れ
る
の
に
、
こ
れ
す
ら
、

異
常
の
愛
着
を
持
っ
て
跋
渉
さ
せ
ら
れ
た
。
日
光
の
尾
瀬
沼
、
信
州
上

高
地
、
穂
高
岳
・
焼
岳
、
そ
れ
か
ら
白
峯
山
脈
な
ど
に
、
最
も
早
く
目

を
付
け
て
描
写
さ
れ
た
の
は
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
、
君
が
第
一

で
あ
っ
た
…
と
彼
の
人
な
り
を
述
べ
て
い
る
。 

 



 

１１ 

 

大下藤次郎 作品集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  穂高山の残雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  甲斐駒ケ岳     木曽駒ケ岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  多摩川・白丸     尾瀬の神苑 

 

 

 

 

 



 

１２ 

          

 

参考図書紹介  「大下藤次郎 展」 
 

 近代日本水彩画の先駆者 

 生誕１２０年 大下藤次郎 展 

 

 １９９１年１１月２７日－１２月８日 

 小田急グランドギャラリー 

 主催 読売新聞社 

 

 目次 

 

 祖父と私：大下 敦 

 大下藤次郎と水彩画：陰里鉄郎 

 図版 

  ●水彩 

  ●油彩 

  ●素描 

 参考図版 

 

 大下藤次郎の著書より 

  我はいかにして画家となりしか 

  三脚物語／水彩画の今昔／曙日記その一／裏見越 

  穂高山の麓／ 

 

 年表 

 出品目録 

 

 

主催者紹介文…日本で初めて近代画法による水彩画を確立し近代日本水彩画の父

とも呼ばれている、大下藤次郎の生誕１２０年、没後８０年にあたり、その回顧

展を開催いたします。画伯は明治中期に独学で水彩画法を習得し、日本各地を写

生旅行して風景の美を描き続けました。そして欧米で学んだ光・水彩・点描とい

う印象派の画法を取り入れ、それまでの伝統的な水墨画の描法と相まって、精密

なタッチと豊かな色合いで情感あふれる画風を作り上げました。… 

 

閲覧方法…地元図書館（練馬区立貫井図書館）にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…読売新聞社＝非売品 品切・重版未定 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝ 中古本 他 なし ＜2014.02現在＞ 

 

 



 

１３ 

          

                 

                           

参考図書紹介  「水彩画家 大下藤次郎」 
 

 著者 土居 次義 

 出版社 美術出版（大下 敦） 

  

   目次 

 はじめに／生い立ち 

 三宅克己との出会い 

 明治二十六、七年の事ども 

 大下と水彩画 

  

 三宅宛の大下書簡 

 明治二十九年から同三十年へ／豪州渡航 

 大下の結婚と三宅克己 

 希望の年／青梅移住と「水彩画之栞」 

  

 欧米渡航／水彩画の流行と「みずえ」発刊 

 水彩画研究所の設立／水彩画講習会の開催と会友制度 

 尾瀬沼写生行／十和田湖、小豆島の旅 

 終焉 

  

 「みずえ」の続刊と春子夫人／大下の人とその業績 

 おわりに／あとがき／口絵目次／挿絵目次 

  

  

大下の人と業績 より…彼（大下）は自然美に対する徹底した讃仰者であった。

素直に謙虚に自然の美を享受する人であった。そしてそれを忠実に描写しようと

努力した画家であった。彼は他の一面において教育者としての理想の持ち主であ

った。描くことの喜びを人々に教え、美術趣味の普及を水彩画を通じて図ること

によって、わが国の美術発展の土壌を作ろうとという実に遠大な理想の所有者で

あった。このように理想のもとに彼は着々と具体的な事業を進めていったのであ

る。「水彩画之栞」の出版、「みずえ」の創刊、水彩画研究所の設立、各地講習会

開催など、みなこの理想実現のための具体的方策に他ならない…と著者の土居次

義は述べている。 

 

閲覧方法…地元図書館にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…美術出版社＝品切・重版未定 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝ 中古本￥2185～+送料￥250 ＜2014.02現在＞ 

 

 



 

１４ 

 
「
山
岳
画
家
の
世
界
…
茨
木
猪
之
吉
」 

  

茨
木
猪
之
吉
の
著
作
（
画
文
集
）
で
彼
自
身
の
書
い
た
「
ま
え
が
き
」

や
「
あ
と
が
き
」
な
ど
に
類
す
る
も
の
は
な
い
。「
山
の
画
集
」
で
、
登

山
家
で
画
家
で
も
あ
っ
た
友
人
の
「
小
野
幸
」
が
あ
と
が
き
で
、
彼
の

人
な
り
を
描
い
て
い
る
。
茨
木
は
生
来
、
野
人
型
で
無
邪
気
な
性
格
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、「
日
本
山
岳
名
著
全
集
（
一
一
巻
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
、
茨
木
の
「
山
旅
の
素
描
」
で
の
、
田
部
重
治
の
「
序
」

で
、
そ
の
茨
木
の
絵
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 
 

 

…
氏
（
茨
木
）
は
絵
を
描
く
た
め
に
山
に
入
り
始
め
た
の
が
十
代
で

あ
り
、
そ
の
後
、
そ
れ
が
嘗
て
中
断
さ
れ
た
こ
と
が
無
い
。
恐
ら
く
氏

は
登
山
家
と
し
て
も
最
も
古
い
一
人
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
。

…
氏
の
真
面
目
は
山
岳
画
家
と
し
て
最
も
よ
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と

言
ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
氏
の
絵
に
は
、
何
人
に
も
真
似
る
こ
と
の

出
来
な
い
野
趣
が
あ
り
、
特
に
、
山
と
人
生
と
の
入
り
組
ん
で
い
る
方

面
の
描
写
に
於
て
優
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
を
背
景
と
し
た

山
村
や
街
道
の
風
貌
、
山
を
背
景
と
せ
る
寂
れ
た
裾
野
の
人
家
人
間
な

ど
氏
に
最
も
ふ
さ
は
し
い
題
材
で
は
な
か
ろ
う
か
…
。
こ
の
本
の
素
描

は
、
高
山
峻
岳
よ
り
も
山
村
や
山
の
湯
風
景
、
山
案
内
人
や
岳
人
仲
間

の
風
貌
な
ど
が
圧
倒
的
に
多
い
。
気
取
り
の
な
い
、
優
れ
た
素
描
と
個

性
の
に
じ
み
出
た
随
想
が
、
読
む
方
に
も
楽
し
い
。 

  

茨
木
猪
之
吉
と
日
本
山
岳
会
の
小
島
鳥
水
、
さ
ら
に
日
本
山
岳
画
協

会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
調
べ
た
。
…
洋
画
家
・
浅
井
忠
、
小
山
正
太

郎
、
中
村
不
折
に
師
事
し
、
画
家
と
し
て
世
間
に
認
め
ら
れ
は
じ
め
た

茨
木
猪
之
吉
は
、
近
所
に
住
む
銀
行
員
と
知
り
合
う
。
そ
し
て
彼
に
誘

わ
れ
て
南
ア
ル
プ
ス
に
入
る
（
明
治
四
二
年
・
一
九
〇
九
年
）。
彼
を
山

に
誘
っ
た
そ
の
人
物
が
小
島
烏
水
だ
。
こ
の
時
、
茨
木
猪
之
吉
は
二
一

才
、
小
島
烏
水
は
三
五
才
。
猪
之
吉
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
本
格
的
な

こ
の
山
登
り
の
同
行
者
は
、
小
島
烏
水
、
高
頭
仁
兵
衛
、
高
野
鷹
蔵
、

中
村
清
太
郎
、
三
枝
威
之
介
な
ど
人
夫
含
め
一
八
人
だ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
時
の
「
山
」
と
の
出
会
い
が
彼
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
。
彼
は

自
分
の
生
涯
を
か
け
て
の
絵
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
た
…
。 

  

そ
の
後
は
明
治
四
三
年
か
ら
三
年
間
、
小
諸
小
学
校
の
教
壇
に
立
つ
。

こ
の
職
を
紹
介
し
た
の
が
、
丸
山
晩
霞
だ
と
い
う
。
明
治
四
五
年
に
は

日
本
山
岳
会
会
員
に
名
を
連
ら
ね
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
一
一
年
に
は
、

日
本
山
岳
画
協
会
創
立
会
員
の
一
人
と
な
り
、
そ
の
彼
が
先
輩
格
の
丸

山
晩
霞
や
吉
田
博
を
長
老
と
し
て
入
会
さ
せ
、
小
島
烏
水
や
藤
木
九
三

を
顧
問
と
し
て
迎
え
る
。
昭
和
一
九
年
一
〇
月
、
穂
高
・
涸
沢
小
屋
よ

り
穂
高
山
荘
を
経
て
、
白
出
澤
へ
向
か
っ
た
ま
ま
消
息
を
絶
っ
た
。 

  

「
日
本
山
岳
名
著
全
集
（
一
一
巻
・
志
村
烏
嶺
／
千
山
万
岳
・
中
村

清
太
郎
／
山
岳
渇
仰
・
茨
木
猪
之
吉
／
山
旅
の
素
描
…
あ
か
ね
書
房
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
茨
木
の
「
山
旅
の
素
描
」
の
画
文
集
は
、
ほ
ぼ

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
「
山
の
画
帖
」
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
冒
頭
の

田
部
重
治
の
「
序
」
と
巻
末
の
茨
木
の
「
岳
人
素
描
」
が
異
な
る
。 

 

「
岳
人
素
描
」
で
は
、
小
暮
理
太
郎
、
小
島
烏
水
、
高
頭
仁
兵
衛
、

田
部
重
治
、
武
田
久
吉
、
槇
有
恒
、
藤
木
九
三
、
松
方
三
郎
と
、
当
時

の
日
本
山
岳
会
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
と
の
交
友
と
そ
の
人
物
画

（
ス
ケ
ッ
チ
）
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
画
は
色
々
な
出
版
物

に
さ
し
絵
的
に
で
て
く
る
。
確
か
め
て
み
る
と
、
有
名
な
田
部
重
治
の

「
山
と
渓
谷
」（
岩
波
文
庫
）
表
紙
の
人
物
画
（
田
部
重
治
と
小
暮
理
太

郎
の
山
行
ス
タ
イ
ル
）
も
、
茨
木
の
画
で
あ
っ
た
。 



 

１５ 

                           

              

             

茨木猪之吉 作品集－２ 油彩画集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  涸沢穂高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    槍ヶ岳       白馬三山 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    風景→ 

       

      ←針ノ木雪渓 

 

 

 

 

 

 



 

１６ 

                           

                

茨木猪之吉 作品集－２ 素描集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  白馬岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  鹿島槍ケ岳     ガイド・嘉門次翁 

 

 

 

 

 

 

 

                 山と渓谷表紙 

   田部と小暮→ 

 

      ←自画像 

 

 

 

 

 



 

１７ 

         

                  

参考図書紹介  「山の画帖」 
 

 著者 茨木猪之吉 

 出版社 朋文堂・コマクサ叢書 

 

 目次 

 旅の若山牧水／岳人のあくび 

 案内者とともに／私の小諸時代 

 浅間山麓／新年便り 

 春山回想／芽出しの山  々

 早春の甲斐路／湯檜曽川にそうて 

 

 新緑の雁坂峠／初夏を訪ねて 

 木曽の宿／剣岳雑記 

 夏山を讃える／槍ガ岳の思い出 

 尾瀬より日光／会津駒ガ岳 

 秋の久住山／権兵衛峠 

 

 冬の表情／雪によせて 

 初冬の乗鞍山麓／雪山と人  々

 冬の上高地／厳冬の奥秩父 

 凍りつく火山／冬の蓼科池の平 

 北海道の旅／金剛山の旅 

 

 追憶…平福百穂・丸山晩霞・赤羽良一 

 年譜 

 あとがき 

 

あとがき(小野幸)…茨木氏は昭和１９年の秋、北アルプスの穂高岳で逝いた。私と

は随分古い友人で、山岳家としても相当人に知られ、特に晩年はかなり山岳趣味

の知名人から、さし絵などを依頼され、有望な位置になりかけた時、忽然と山の

霊にひきられてしまった。しかし、茨木氏自身はむしろ喜んでいるかもしれない。

こんな現代のようなすさんだ世界に、苦しみを受けているより、自分の一生の目

的であり、信仰の対象であり、その希望の実体であった山で散華したのだから満

足であったろう…。 

 

閲覧方法…地元図書館にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…朋文堂＝ 品切・絶版 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝ 中古本￥1399～+送料￥250 ＜2014.02現在＞ 

 

 



 

１８ 

 
「
山
岳
画
家
の
世
界
…
中
村
清
太
郎
」 

  

中
村
清
太
郎
は
、
日
本
山
岳
会
の
創
設
者
の
「
小
島
烏
水
」
と
時
代

を
同
じ
く
し
て
親
し
く
、
ま
た
、
小
暮
理
太
郎
・
田
辺
重
治
ら
と
も
、

実
際
に
奥
秩
父
な
ど
同
行
し
、
山
へ
の
想
い
（
思
想
的
）
も
近
し
い
。 

  

中
村
清
太
郎
の
「
山
岳
礼
拝
」
は
、「
山
の
旅
…
大
正
・
昭
和
編
（
近

藤
信
行
編
）」
に
「
原
文
（
抄
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
山
の

名
著
…
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
編
（
近
藤
信
行
編
）」
に
は
、
中
村
清

太
郎
の
人
な
り
と
、
山
歴
、
こ
の
「
山
岳
礼
拝
」
を
は
じ
め
と
す
る
彼

の
数
少
な
い
著
作
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。 

  

彼
が
際
立
つ
の
は
、
画
家
と
し
て
の
存
在
と
と
も
に
、
山
（
＝
自
然
）

へ
の
信
仰
心
の
強
さ
で
あ
ろ
う
。
山
で
出
会
う
白
装
束
の
修
験
者
や
信

者
、
富
士
講
な
ど
の
山
へ
の
信
仰
登
山
に
つ
い
て
の
、
親
し
み
を
感
じ

さ
せ
る
記
述
が
多
い
。
だ
が
、
仏
教
的
な
意
味
合
い
は
感
じ
さ
せ
ず
、

自
然
崇
拝
の
神
が
か
り
（
神
道
）
的
心
情
が
そ
の
語
り
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
。
我
々
が
、
日
の
出
を
み
て
む
思
わ
ず
合
掌
す
る
…
、
雪
の
山
々

を
見
て
神
々
し
さ
に
感
嘆
す
る
…
そ
の
心
境
で
あ
る
。 

  

彼
は
「
山
岳
礼
拝
」（
一
種
の
随
筆
）
で
語
っ
て
い
る
。
…
山
は
有
り

難
い
も
の
だ
と
思
う
。
山
は
眺
め
て
有
り
難
く
登
っ
て
有
り
難
く
、
思

っ
て
も
有
り
難
い
。
有
り
難
い
と
い
う
の
で
足
り
な
け
れ
ば
、
西
上
人

の
詠
っ
た
「
か
た
じ
け
な
さ
」
か
。
偉
大
、
神
秘
、
至
上
な
る
も
の
の

前
に
首
を
垂
れ
る
時
の
、
厳
粛
敬
虔
の
念
、
畏
そ
る
べ
く
し
て
親
し
む

べ
く
、
愛
す
べ
く
し
て
馴
る
べ
か
ら
ざ
る
感
、
身
も
心
も
震
え
る
よ
う

な
崇
高
な
一
種
の
歓
喜
…
こ
れ
ら
は
真
の
登
山
者
の
経
験
す
る
と
こ
ろ

の
心
境
で
あ
る
。
…
と
。
確
か
に
そ
の
通
り
だ
と
私
も
思
う
。
彼
は
登

山
者
は
宗
教
家
と
い
う
が
、
現
代
の
意
味
合
い
で
は
誤
解
を
招
く
と
思

う
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
登
山
者
は
自
然
教
の
信
者
と
も
い
う
べ
き
か
。 

  

私
が
中
村
清
太
郎
に
興
味
を
抱
い
た
の
は
、
そ
の
自
然
崇
拝
的
な
心

境
と
と
も
に
、
南
ア
ル
プ
ス
の
探
検
的
登
山
で
あ
る
。
私
も
南
ア
ル
プ

ス
は
、
ほ
ぼ
全
山
（
三
千
メ
ー
ト
ル
峰
は
す
べ
て
）
走
破
し
た
。
小
暮
・

田
部
ら
と
奥
秩
父
に
山
行
を
と
も
に
し
て
い
る
が
、
彼
は
よ
り
南
ア
ル

プ
ス
に
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
紀
行
と
し
て
「
白
峰
山
脈
の
南
半
」 

や
「
大
井
川
奥
山
の
旅
」、「
雪
山
と
廃
道
（
所
ノ
沢
ご
も
り
）」
が
あ
る
。

そ
の
他
に
、
小
島
烏
水
ら
と
登
っ
た
「
白
峰
及
び
赤
石
山
脈
縦
横
記
」

や
、
随
想
と
し
て
「
日
本
南
ア
ル
プ
ス
の
思
い
出
」
な
ど
が
あ
る
。 

  

い
ず
れ
も
明
治
末
期
の
未
開
拓
の
地
域
（
猟
人
や
釣
人
、
樵
や
炭
焼

き
の
世
界
）
で
あ
る
（
今
で
も
大
井
川
の
奥
の
山
域
は
地
元
人
の
世
界

だ
）。
こ
の
地
域
の
地
図
と
首
っ
き
り
で
読
む
と
そ
の
す
ご
さ
が
わ
か
る

は
ず
だ
。
紀
行
の
「
白
峰
山
脈
南
半
」
は
、
身
延
側
の
雨
畑
か
ら
「
笊

ヶ
岳
」
に
登
っ
て
い
る
。「
大
井
川
奥
山
の
旅
」
で
は
大
井
川
奥
か
ら
「
光

岳
」
に
登
り
、
縦
走
し
て
「
聖
岳
」、
さ
ら
に
「
赤
石
岳
」
ま
で
歩
い
て

い
る
。
い
ず
れ
も
今
で
も
相
当
な
難
所
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

  
北
ア
ル
プ
ス
も
登
っ
て
い
る
し
、
紀
行
も
あ
る
。
本
人
の
紀
行
「
黒

部
川
渓
谷
の
話
」、「
春
雪
写
山
行
」（
注
…
栂
池
か
ら
天
狗
原
あ
た
り
）、

辻
本
満
丸
ら
と
登
っ
た
「
後
立
山
連
峰
縦
断
記
」
や
三
枝
威
之
介
と
登

っ
た
「
越
中
ア
ル
プ
ス
（
注
…
北
ア
ル
プ
ス
）
縦
断
記
」
な
ど
が
あ
る
。

登
山
家
と
し
て
も
素
晴
ら
し
く
行
動
的
な
人
だ
。 

 



 

１９ 

                           

    

中村清太郎 作品集－１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  立山残雪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  初夏の槍ケ岳     白馬岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   大雪山→ 

 

      ←野口五郎岳 

 

 

 

 

 



 

２０ 

                           

              

 

中村清太郎 作品集－２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  甲斐駒ケ岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大井川源頭より赤石岳    笊ケ岳より聖岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

   ←七面山より白峰（北岳）仰望   ↑笊ケ岳越しに富士山 

       

  

 

 

 



 

２１ 

         

                  

                           

参考図書紹介  「山岳礼拝」 
 

 著者 中村清太郎 （日本の山岳名著 別冊） 

 出版社 大修館書店 

 

  紀行 

 白峰山脈の南半 

 大井川奥山の旅 

 黒部川渓谷の話 

 雪山と廃道（所の沢ごもり） 

 春雪写山行 

 白峰および赤石山脈縦横記 

 後立山連峰縦断記／越中アルプス縦断記 

 

  随想 

 山岳礼拝／山岳浄土／山を拝む／山と人生／山人の物語 

 新発見の高山蝶その他について／東京より見ゆる山のこと 

 吾が山岳画道／ある這松の独白（小説） 

 日本アルプスの思い出／黒部川初遡行の追憶 

 

  追憶 

 小島烏水／高頭仁兵衛／高野鷹蔵／小暮理太郎／茨木猪之吉／ 

 辻本満丸と辻村伊助／加賀正太郎 

 

   付録 中村清太郎の著作に着いて 

   編集あとがき 

 

編集あとがき から…（編集者の近藤信行は）明治四十年代から大正期にかけて、

日本アルプスの高山深谷にわけいって、探検的登山の様相をつたえるかずかずの

名文とスケッチを残された中村清太郎氏…。日本の伝統的な自然観を身につけ

て、山々に深く接してきた中村清太郎氏にとって、登山は、すなわち芸術衝動の

発露であった。そしてその芸術は宗教的境地にまで高められている。…紫の雲の

たなびく山々のなかに自分の真の故郷を見出だし、その生涯を通して山のありが

たさ、自然の美しさを語ってやまなかった人である。 

 

閲覧方法…地元図書館にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…大修館書店＝ 品切 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝日本山岳名著全集11巻 ￥989 +送料250  

            ＜2014.02現在＞ 

 

 



 

２２ 

 
「
山
岳
画
家
の
世
界
…
石
井
鶴
三
」 

  

私
が
山
岳
画
家
と
し
て
の
「
石
井
鶴
三
」
と
の
出
会
い
は
、
日
本
山

岳
画
協
会
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
設
立
会
員
の
一

人
で
あ
り
、
茨
木
猪
之
吉
や
中
村
清
太
郎
、
さ
ら
に
足
立
源
一
郎
ら
と

同
年
代
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
石
井 

鶴
三
（
明
治
二
〇
年
・
一
八
八

七
年
―
昭
和
四
八
年
・
一
九
七
三
年
）
は
、
東
京
芸
術
大
学
教
授
、
日

本
芸
術
院
会
員
、
日
本
版
画
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、
相
撲
通

と
も
知
ら
れ
横
綱
審
議
会
委
員
、
相
撲
博
物
館
長
も
務
め
た
。
塑
像
と

木
彫
が
専
門
の
彫
刻
家
だ
っ
た
が
、
挿
絵
さ
し
え
画
家
、
版
画
家
で
も

あ
り
、
水
彩
、
油
彩
、
水
墨
も
す
る
画
家
だ
っ
た
。 

  

青
年
時
代
か
ら
山
登
り
に
親
し
み
，
い
く
ど
も
日
本
ア
ル
プ
ス
を
初

め
と
す
る
，
各
地
の
山
岳
に
登
り
，
ま
た
野
兎
や
蛇
，
雷
鳥
な
ど
様
々

な
自
然
の
動
物
を
友
と
し
て
，
そ
う
し
た
動
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
り
，

あ
る
い
は
山
で
得
た
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
数
々
の
作
品
を
制
作
し
た
。

山
登
り
は
，
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
頃
，
山
本
鼎
と
信
州
を
流

行
し
た
際
，
初
め
て
浅
間
山
に
登
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
後
，
日
本

ア
ル
プ
ス
へ
度
々
行
き
，
…
「
山
を
知
っ
て
は
じ
め
て
極
楽
世
界
を
発

見
し
た
思
い
」
が
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
，
石
井
鶴
三
は
，

山
へ
行
く
と
，
様
々
な
幻
影
を
見
る
よ
う
に
な
り
，
そ
う
し
た
幻
影
を

主
題
と
す
る
作
品
も
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

  

「
石
井
鶴
三
素
描
集
・
第
一
巻
」
の
冒
頭
、
で
匠
秀
夫
は
、
…
こ
の

人
（
石
井
）
の
芸
術
形
成
に
大
き
く
作
用
し
た
特
異
な
体
験
を
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
白
根
、
赤
石

な
ど
南
ア
ル
プ
ス
連
峯
に
登
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
山
歩
き
の
う

ち
に
、
自
然
＝
山
、
岩
、
樹
、
雲
な
ど
が
立
体
的
に
満
ち
て
い
る
こ
と

を
知
る
と
と
も
に
、
俗
界
を
離
れ
こ
の
神
気
に
満
つ
自
然
に
教
え
ら
れ
、

鍛
え
ら
れ
る
こ
と
に
魅
力
を
覚
え
、
制
作
の
衝
動
を
山
の
幻
影
か
ら
誘

発
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
…
。 

 

鶴
三
が
山
に
登
り
始
め
た
の
は
、
明
治
四
十
年
頃
と
い
う
か
ら
、
ま

だ
美
校
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
、
修
験
者
、
猟
師
、
測
量
人

と
い
っ
た
人
し
か
山
に
入
る
も
の
の
い
な
い
、
ま
だ
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

の
現
れ
る
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
激
し
い
自
然
の
中
で
心
身
を
鍛
え
、

強
権
に
な
り
た
い
と
の
思
い
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
修
験
道
の
行
者

の
修
行
に
近
い
よ
う
な
心
境
か
ら
、
山
に
入
っ
て
行
っ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
…
と
述
べ
て
い
る
。 

  

石
井
鶴
三
本
人
も
、
巻
末
の
「
山
の
話
」
の
中
で
…
私
は
山
は
非
常

に
好
き
な
の
で
、
山
に
は
登
っ
て
お
り
ま
す
。
併
し
、
登
山
家
と
か
山

岳
家
と
か
と
い
う
名
前
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
登
山
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
山
が
好
き
で
山
に
登
る
と
い
う
だ
け
で
、
好
き
な
こ
と
に
お

い
て
は
誰
に
で
も
負
け
な
い
く
ら
い
好
き
で
す
。
…
と
告
白
し
て
い
る
。 

 

山
の
絵
に
つ
い
て
彼
自
身
は
「
山
の
話
」
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

る
。
…
私
は
絵
を
か
く
も
の
で
す
か
ら
、
山
が
好
き
で
あ
り
、
自
然
山

の
絵
が
描
き
た
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
山
を
描
く
こ
と
は
難
し
い
。

山
ば
か
り
で
は
な
い
、
な
ん
で
も
画
を
描
く
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、

山
は
殊
に
難
し
い
よ
う
に
思
う
。
山
の
形
を
か
く
の
は
ま
だ
か
け
る
。

山
の
色
彩
を
写
す
の
も
、
こ
れ
も
マ
ア
出
来
る
。
唯
々
山
の
形
を
描
き
、

色
彩
を
写
し
て
も
、
ま
だ
何
か
足
り
な
い
。
…
山
の
真
の
す
が
た
と
い

う
も
の
は
、
山
の
形
と
色
彩
の
外
に
あ
る
。
そ
れ
で
山
を
描
く
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
゜
。
…
山
が
好
き
な
だ
け
に
、
実
に
こ
の
山
を

描
く
こ
と
に
は
、
今
力
瘤
を
入
れ
て
お
り
ま
す
…
。 



 

２３ 

                           

                 

         

 

石井鶴三 作品集－１ 油彩画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  八ヶ岳・硫黄岳・旧火口壁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高山初夏・乗鞍岳     奇峰臨水・独鈷山 

 

 

 

 

 

 

                  秋色白雲→ 

    八ヶ岳 

 

      ←高山秋色 

   乗鞍岳 

 

 

 

 

 

 



 

２４ 

                           

              

            

 

石井鶴三 作品集－２ 素描集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  針の木・立山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  乗鞍岳        南安曇野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 千曲川水車→ 

 

       ←針の木岳 

 

 

 

 

 

 

 



 

２５ 

          

                 

                           

参考図書紹介  「石井鶴三素描集」 

 第一巻 山・旅・途上所見 
 

 著者 石井鶴三 

 出版社 形文社 

 

 目次 

  

 動静を把む…石井鶴三の素描 

  

 １９０６年～１９２７年の素描 

  

 １９２６年～１９５１年の素描 

 

 １９５０年～１９６９年の素描 

  

 山の話 

 

 デッサンについて寸言 

  

 後記 

  

 

 

冒頭の動勢を把む―石井鶴三の素描 で匠秀夫は語る。…石井鶴三（明治２０年：

１８８７年－昭和４８年：１９７３年）は８７歳で世を去った。彫刻家であり、

油彩・水彩の画家であり、版画家としても知られたが史の前日まで馬の絵（鉛筆）

などを描いていたという。素描（デッサン）は彫刻、絵画の基礎であり、骨子で

あるとの確信を持つひとであった。七十年という長い芸術家としての明け暮れの

うちに描き残された素描はおびただしいものがある。…（このなかから）千二百

点ばかり選んで、素描家石井鶴三のありようを偲ぼうとするのが、このたびの刊

行の狙いなのである。… 

 

 

閲覧方法…地元図書館に（都立中央図書館）て閲覧（取寄せ含め）可能 

 

購入方法…形文社＝ 品切・重版未定 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝ 中古本 該当書籍なし ＜2014.02現在＞ 

 

 

 



 

２６ 

 
「
山
岳
画
家
の
世
界
…
足
立
源
一
郎
」 

  

足
立
源
一
郎
は
、
彼
の
「
山
に
描
く
…
絵
と
文
」
の
あ
と
が
き
で
次

の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
…
山
は
力
強
く
複
雑
だ
。
山
の
印
象
を
語
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
な
か
な
か
山
に
徹
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

日
常
生
活
が
繁
雑
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
然
の
偉
大
な
力
に
よ
っ
て

慰
め
ら
れ
励
ま
さ
れ
る
必
要
が
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
山
へ
の

思
慕
は
現
代
人
の
一
つ
の
感
覚
で
あ
り
、
自
然
な
要
求
で
も
あ
る
。 

  

画
家
が
風
景
描
写
の
文
を
書
く
と
き
、
彼
ら
の
感
受
性
や
言
葉
の
多

様
性
の
す
ご
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
残
雪
」
に
こ
の
よ
う
な
一
節
が
あ

る
。
…
雲
一
つ
な
い
空
は
す
っ
き
り
と
浅
い
萌
黄
色
に
晴
れ
て
、
淡
く

藤
色
を
帯
び
て
聳
え
る
雪
の
連
嶺
の
頂
を
仕
切
っ
て
、
限
り
な
い
高
さ

に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
と
も
に
陽
の
光
を
浴
び
た
雪
の
峰
は
、
尾
根
と

澤
と
の
見
さ
か
い
も
つ
か
ぬ
ほ
ど
一
様
に
き
ら
き
ら
と
輝
き
わ
た
っ
て
、

雪
を
拒
避
す
る
鋭
い
岩
壁
と
そ
れ
が
連
続
す
る
痩
せ
た
稜
と
が
、
大
き

な
雪
面
に
勝
色
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
縞
模
様
を
描
き
出
す
。
あ
り
は
白
熱

に
む
輝
く
晶
麗
の
世
界
だ
。
真
に
明
る
す
ぎ
る
。
一
点
の
暗
さ
さ
へ
許

さ
ぬ
光
輝
と
静
寂
の
世
界
だ
…
。 

 

小
説
や
評
論
の
文
章
家
か
ら
み
て
、
名
文
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
山
容
の
形
態
や
色
調
な
ど
、
絵
画
的
文
章
の
特
徴
を
あ
ま
ね

く
現
し
て
い
る
。
文
章
か
ら
山
々
の
造
形
（
絵
）
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
よ
う
だ
。
画
家
で
な
い
私
た
ち
も
、
自
分
の
山
行
記
録
（
紀
行
文
）

で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
力
を
持
ち
た
い
も
の
だ
。 

  

足
立
源
一
郎
は
、
彼
の
「
足
立
源
一
郎
ス
ケ
ッ
チ
帖
・
日
本
の
山
旅
」

の
冒
頭
「
序
に
か
え
て
」
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
…
と
に
か
く

興
の
わ
く
ま
ま
に
、
機
会
の
あ
る
度
に
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
山
旅
を

続
け
て
き
た
。
縁
が
な
く
て
登
ら
な
か
っ
た
の
は
、
四
国
の
山
だ
け
で

あ
る
。
…
折
に
触
れ
て
、
愉
し
い
追
憶
を
し
な
が
ら
繰
開
い
て
み
る
ス

ケ
ッ
チ
の
数
々
を
、
同
好
の
人
た
ち
に
も
見
て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
本
当
に
嬉
し
く
幸
せ
な
こ
と
…
。 

 

山
が
好
き
で
、
絵
も
好
き
、
自
分
で
も
描
く
、
そ
う
い
う
人
は
少
な

く
な
っ
た
。
渓
谷
や
里
山
な
ど
で
写
生
を
し
て
い
る
人
た
ち
は
見
か
け

る
が
、
写
真
家
は
多
い
が
、
高
山
で
は
絵
描
き
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な

い
。
こ
の
「
ス
ケ
ッ
チ
帖
」
や
前
述
の
「
山
に
描
く
」
の
よ
う
に
絵
と

文
と
を
駆
使
で
き
る
人
は
う
ら
や
ま
し
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。 

  

「
画
家
・
足
立
源
一
郎
の
記
録
」
の
冒
頭
で
、
柳
亮
は
足
立
源
一
郎

を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
…
現
在
は
風
景
画
家
と
い
う
よ
り
は
、

は
っ
き
り
と
山
岳
画
家
と
し
て
自
分
自
身
を
位
置
ず
け
て
い
る
。
山
を

愛
す
る
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
愛
し
方
は
、
画
家
が
美
し
い
山
容
に

た
い
し
て
自
然
な
画
情
を
催
す
の
と
は
、
い
く
ぶ
ん
趣
を
異
に
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
足
立
の
は
む
し
ろ
登
山
家
の
そ
れ
で
あ
り
、
彼
自
身
が

一
個
の
老
練
な
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。
山
岳
画
家
と
し
て
の
彼

の
発
言
の
独
自
性
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

…
山
を
愛
す
る
画
家
と
し
て
、
そ
の
足
跡
は
あ
ま
ね
く
（
四
国
を
除

い
て
）
全
国
の
名
山
に
印
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
日
本
ア
ル
プ
ス
一

帯
の
風
光
に
出
ず
る
も
の
は
な
い
と
し
て
い
る
。
彼
は
老
躯
を
駆
っ
て

危
険
な
登
攀
を
試
み
る
。
重
い
絵
具
箱
を
肩
に
、
と
き
に
は
絶
壁
を
よ

じ
登
り
桟
道
を
渡
り
、
不
自
由
な
山
小
屋
に
起
居
し
て
山
の
生
活
を
し

て
い
る
。
足
立
の
山
岳
風
景
は
言
う
ま
で
も
な
く
そ
の
所
産
で
あ
り
、

別
言
す
れ
ば
山
の
専
門
家
に
よ
る
山
の
風
景
画
で
あ
る
と
こ
ろ
に
大
き

な
特
徴
が
あ
る
。 



 

２７ 

                           

 

                          

足立源一郎 作品集－１ 油彩画集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  朝の剣岳…前大日岳にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  白馬連峰の春     鹿島槍ヶ岳…五竜岳にて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  春の穂高岳     笠が岳…北穂にて 

 

 

 

 

 



 

２８ 

                           

                          

 

足立源一郎 作品集－２ 素描集 スケッチ帖より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  北穂高岳から前穂高の北尾根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  夏の鹿島槍ヶ岳     南岳より槍ケ岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  晩秋の八ヶ岳連峰     上越：谷川岳一ノ倉沢 

 

 

 

 



 

２９ 

                           

                    

足立源一郎 作品集－３ 記録から自画像 他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  上高地・昭和２７年５月頃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  鎌倉材木座の画部屋にて・昭和４３年頃       自画像 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「画家 足立源一郎 の記録」  
  著者 足立 朗（源一郎の子息…現・河口湖美術館館長） 
  出版社 美術の図書 三好企画 
   注…内容は生誕からの年ごとの出来事・作品など記録が中心 

 

閲覧方法…地元図書館にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…三好企画＝ 品切・重版未定 ＜2014.02現在＞ 

 アマゾン＝ 中古本￥3470～+送料￥250 ＜2014.02現在＞ 

 

 

 

 

 



 

３０ 

          

                 

      

参考図書紹介  「山に描く 絵と文」 
 

 著者 足立源一郎 

 出版社 古今書院 

 

   目次 

 サヴアの山居／日本北アルプスへ 

 初夏の山／尾瀬沼写生行 

 山想漫語／大雪山行 

 ペイラ・カヴァの思い出 

 初夏の山を想う／栃の實 

  

 山のグールマンディス／那須黒田原の印象 

 山の表裏／雪艇漫語 

 雪の乗鞍へ／山中獨居 

 白馬の裏道／秋の山旅 

 山 二題／夏山雑筆 

  

 アルプス銀座／山を見る 

 高根の花／剣岳 

 雪の伯耆大山／ほととぎす 

 冬の山を想う／雪艇行路難 

 利尻禮文／台湾北部の山岳景観 

  

 南湖大山／ビヤナンの寄る 

 台湾の旅より／台湾登山行 

 秋晴れの朝鮮／冬の北海道 

 蔵王／春の富士山 

    あとがき 

 

あとがき より…昭和二年に奈良のアトリエーを東京に移してから、山は常に身

近にあるようになった。折にふれてただ好むがままに歩いていた山を、仕事場に

するようになったのはそれから後のことである。以来十年余りこの楽しい仕事場

に書架を立てることが多かった。それでも一年に百日山居の念願を達しえた年は

数えるほどしかなかった…。 

 

閲覧方法…地元図書館にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…古今書院＝ 品切・重版未定 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝ 中古本￥5709～+送料￥250 ＜2014.02現在＞ 

 



 

３１ 

          

                 

                           

参考図書紹介  「日本の山旅  

  足立源一郎スケッチ帖」 
 

 著者 足立源一郎 

 出版社 茗渓堂 

 

 日本の山旅 目次 

  序にかえて 

  北海道の山 

   …利尻岳…大雪山…旭岳…富良野岳…雄阿寒岳…羊蹄山… 

 

  東北の山  々

   …八甲田山…鳥海山…蔵王地蔵岳…安達太良山…磐梯山… 

 

  関東・上信越の山 

   …尾瀬ケ原…苗場山…谷川岳…浅間山…八ヶ岳…富士山… 

 

  日本アルプス 

   …白馬岳…鹿島槍ヶ岳…燕岳…槍ヶ岳…穂高連峰…剣岳… 

 

  中部の山  々

   …木曽駒ケ岳…御嶽山…白山… 

 

  関西・中国の山 

  九州の山 

 

  随想・山旅片  々

  あとがき 

 

 

序にかえて…両親が旅行好きだったので末っ子の私は、小学生の頃からよく一、

二泊の度に伴われて行った。…とにかく興のわくままに、機会のある度に、万障

繰り合わせて山旅を続けてきた。縁がなくて登らなかったのは、四国の山だけで

ある。…折に触れて、愉しい追憶をしながら繰開いてみるスケッチの数々を、同

好の人たちにも見て頂けることになったのは、本当に嬉しく幸せなこと…。 
 

閲覧方法…地元図書館にて閲覧（取寄せ含め）可能 

購入方法…茗渓堂＝ 品切・重版未定 ＜2014.02現在＞ 

  アマゾン＝ 中古本￥2500～+送料￥250 ＜2014.02現在＞ 

 



 

３２ 

                           

                           


